Concerning the social political history by 藤田, 祐介 et al.
社
会
政
治
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て
日
本
近
現
代
史
の
再
検
討
研
究
会
の
発
足
藤
田
裕
介
飯
田
健
介
安
裕
太
郎
〔
抄
録
〕
日
本
近
代
政
治
史
の
研
究
に
つ
い
て
、
方
法
論
的
議
論
が
途
絶
え
て
い
る
と
い
う
認
識
を
、
私
た
ち
は
共
有
し
て
い
る
。
政
治
学
界
の
「
政
局
史
的
政
治
史
」
が
横
行
す
る
中
で
、
か
つ
て
は
「
構
造
的
政
治
史
」
研
究
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
末
、
宮
地
正
人
氏
が
提
唱
し
た
「
社
会
的
政
治
史
」
は
、
両
者
を
止
揚
し
、
新
た
な
方
法
論
を
提
起
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
を
継
承
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
論
を
つ
く
り
、
新
た
な
叙
述
を
行
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
る
研
究
会
の
発
足
と
、
第
一
回
の
研
究
会
報
告
を
ま
と
め
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
社
会
的
政
治
史
、
宮
地
正
人
、
方
法
論
研
究
会
の
発
足
と
研
究
動
向
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
日
本
近
代
政
治
史
の
研
究
に
つ
い
て
、
方
法
論
的
議
論
が
途
絶
え
て
い
る
と
い
う
認
識
を
、
私
た
ち
は
共
有
し
て
い
る
。
政
治
学
界
の
「
政
局
史
的
政
治
史
」
が
横
行
す
る
中
で
、
か
つ
て
は
「
構
造
的
政
治
史
」
研
究
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
今
は
姿
を
消
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
末
、
宮
地
正
人
氏
が
提
唱
し
た
「
社
会
的
政
治
史
」
は
、
両
者
を
止
揚
し
、
新
た
な
方
法
論
を
提
起
し
た
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
た
が
、
続
く
者
は
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
、「
社
会
政
治
史
」
の
可
能
性
を
探
り
、
そ
れ
を
批
判
的
に
検
討
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
論
を
つ
く
り
、
新
た
な
叙
述
を
行
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
る
研
究
会
を
二
〇
一
五
年
八
月
七
日
発
足
さ
せ
た
。
研
究
会
の
発
足
に
あ
た
っ
て
、
若
手
日
本
近
代
史
研
究
者
に
配
布
し
た
呼
び
か
け
文
は
次
の
通
り
。
政
治
史
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
政
治
学
界
の
「
政
局
史
的
政
治
史
」
に
対
抗
し
て
、
一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
の
日
本
史
一
八
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
研
究
会
で
は
「
構
造
的
政
治
史
」
研
究
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
う
み
だ
し
て
き
た
。
社
会
史
と
い
う
分
析
方
法
も
、
そ
れ
ら
の
研
究
動
向
に
影
響
を
与
え
、
主
に
近
代
都
市
史
研
究
の
新
た
な
流
れ
を
形
づ
く
っ
た
。
宮
地
正
人
が
「
政
局
史
的
政
治
史
を
真
に
政
治
史
た
ら
し
め
る
上
で
不
可
欠
な
社
会
史
的
分
析＝
社
会
的
政
治
史
の
観
点
」
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
の
は
、『
幕
末
維
新
期
の
社
会
的
政
治
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
三
月
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
宮
地
は
、「
狭
義
の
政
治
史
か
ら
意
識
的
に
一
定
の
距
離
を
お
き
、「
政
局
史
的
政
治
史
」
を
真
の
「
政
局
（
治
カ
）
史
」
た
ら
し
め
る
上
で
不
可
欠
な
社
会
史
的
広
が
り
を
有
し
た
諸
問
題
（
社
会
的
政
治
史
の
分
野
と
い
っ
て
も
よ
い
）」（「
総
論
」、
坂
野
潤
治
・
宮
地
正
人
・
高
村
直
助
・
安
田
浩
・
渡
辺
治
編
集
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
構
造
と
変
動
』
１
維
新
変
革
と
近
代
日
本
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
二
月
）
と
「
社
会
的
政
治
史
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
、
政
局
史
を
止
揚
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
示
し
て
お
り
、
安
丸
良
夫
は
、
そ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
「
こ
う
し
た
方
法
的
な
構
え
を
と
る
こ
と
で
、
政
治
過
程
は
新
し
い
意
味
を
も
っ
た
歴
史
像
を
構
成
し
う
る
」、「（
政
治
史
の
局
面
と
い
う
）
現
象
の
基
底
で
そ
う
い
う
変
化
を
も
た
ら
す
よ
う
な
、
よ
り
深
い
歴
史
の
形
成
力
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
働
い
て
い
た
」「
転
換
を
可
能
に
し
た
歴
史
の
深
部
の
力
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
に
想
い
を
い
た
す
と
き
に
、
政
局
史
的
政
治
史
と
い
う
立
場
で
は
と
て
も
わ
か
ら
な
い
。
何
か
よ
り
本
質
的
な
問
題
を
つ
か
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
宮
地
正
人
・
山
室
信
一
ら
と
の
談
「「
公
論
」
世
界
と
国
民
国
家
｜
日
本
に
お
け
る
近
代
」（『
思
想
』
第
八
三
一
号
、
一
九
九
三
年
九
月
）
に
お
い
て
発
言
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
二
〇
年
前
の
指
摘
を
、
そ
の
後
の
研
究
は
ど
の
よ
う
に
活
か
せ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
近
年
の
「
政
治
史
」
研
究
を
少
し
渉
猟
し
て
も
、
依
然
と
し
て
「
政
局
史
的
政
治
史
」
が
大
き
な
場
を
占
め
て
い
る
。
あ
た
か
も
政
治
家
と
政
治
家
の
や
り
取
り
で
政
治
が
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
歴
史
叙
述
で
あ
る
。「
社
会
政
治
史
」
研
究
は
、
彼
ら
政
治
家
が
判
断
を
す
る
そ
の
背
後
に
あ
る
、
社
会
や
民
衆
の
状
況
を
含
め
た
歴
史
叙
述
を
め
ざ
し
た
い
。
方
法
論
的
に
新
し
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
昨
今
の
研
究
状
況
と
、
そ
の
一
方
で
「
み
ず
か
ら
の
問
題
設
定
と
方
法
に
深
く
自
足
し
て
、
う
む
こ
と
を
知
ら
ぬ
げ
に
洪
水
の
よ
う
に
大
量
の
論
文
を
製
作
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え
る
」（
安
丸
良
夫
「
日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
の
帝
国
主
義
的
歴
史
観
」『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
八
二
号
、
一
九
六
二
年
一
一
月
）
と
い
う
五
〇
年
前
と
相
似
の
現
状
に
思
い
を
深
く
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
洗
い
直
し
、
出
発
点
を
固
め
、
方
法
論
的
に
も
新
し
い
方
向
へ
と
踏
み
出
し
た
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
一
世
紀
の
歴
史
学
の
展
望
が
開
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
若
い
研
究
者
の
参
加
を
強
く
求
め
る
所
以
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
六
月
二
九
日
飯
塚
一
幸
╱
原
田
敬
一
以
上
の
呼
び
か
け
に
応
え
た
研
究
者
と
編
集
者
に
よ
っ
て
、
八
月
七
日
午
後
、
佛
教
大
学
第
3
会
議
室
を
会
場
に
第
一
回
研
究
会
が
行
わ
れ
、
会
は
発
足
し
た
。
今
後
、
若
手
研
究
者
に
よ
る
研
究
史
の
再
検
討
と
、
新
た
な
成
果
の
発
表
を
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
な
お
事
務
局
は
、
佛
教
大
学
原
田
敬
一
研
究
室
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
は
第
一
回
の
研
究
会
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
学
界
へ
の
最
初
の
問
題
提
起
と
し
た
い
。
（
文
責：
原
田
敬
一
）
一
八
二
社
会
政
治
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て
（
藤
田
裕
介
・
飯
田
健
介
・
安
裕
太
郎
）
一
、
政
局
的
政
治
史
の
克
服
に
向
け
て
藤
田
裕
介
は
じ
め
に
「
社
会
的
政
治
史
」
を
目
指
す
試
み
の
一
端
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
政
局
的
政
治
史
」
の
克
服
に
向
け
た
課
題
を
提
示
す
る
。
こ
こ
で
の
「
社
会
的
政
治
史
」
と
は
、
政
治
過
程
や
政
局
の
分
析
に
留
ま
ら
ず
、
政
治
活
動
を
規
定
す
る
社
会
や
階
層
を
含
め
て
叙
述
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
克
服
す
べ
き
「
政
局
的
政
治
史
」
と
は
、
中
央
政
局
に
お
け
る
政
治
家
・
官
僚
等
の
政
治
的
駆
引
き
を
中
心
と
し
た
叙
述
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
政
治
史
は
、
権
力
闘
争
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
政
治
家
た
ち
の
動
き
を
赤
裸
々
な
も
の
に
す
る
が
、
し
ば
し
ば
そ
の
周
辺
に
あ
る
社
会
や
民
衆
と
い
っ
た
存
在
を
捨
象
す
る
傾
向
に
あ
る
。
近
年
に
お
け
る
政
治
史
は
、
こ
う
い
っ
た
政
局
的
政
治
史
研
究
が
多
く
み
ら
れ
る
。
政
局
に
直
接
登
場
し
な
い
勢
力
も
、
実
は
政
治
過
程
に
影
響
力
を
有
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
以
外
に
も
見
逃
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
政
局
を
取
り
巻
く
社
会
の
一
例
で
あ
る
地
方
・
地
域
を
研
究
対
象
と
し
た
有
泉
貞
夫
氏
の
『
明
治
政
治
史
の
基
礎
過
程
｜
地
方
政
治
状
況
史
論
｜
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
）
と
、
御
厨
貴
氏
の
『
明
治
国
家
形
成
と
地
方
経
営
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
政
局
的
政
治
史
の
克
服
の
手
掛
り
を
探
り
た
い
。
両
氏
の
研
究
は
、
中
央
政
局
の
分
析
で
は
な
く
、
中
央
｜
地
方
の
相
互
関
係
を
分
析
し
た
研
究
で
あ
る
た
め
、
大
い
に
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
各
氏
の
研
究
の
紹
介
を
行
っ
た
上
で
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
い
く
。
Ⅰ
有
泉
貞
夫
『
明
治
政
治
史
の
基
礎
過
程
』
有
泉
氏
は
、
山
梨
県
に
お
け
る
廃
藩
置
県
か
ら
大
正
期
ま
で
の
地
方
政
治
状
況
を
分
析
し
、
地
方
利
益
欲
求
の
生
成
・
膨
張
・
多
様
化
・
同
質
化
の
過
程
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
地
方
利
益
欲
求
が
中
央
政
局
を
規
定
す
る
様
相
を
論
じ
、
明
治
後
期
以
降
の
政
治
構
造
を
提
示
し
た
。
地
方
利
益
欲
求
の
生
成
は
、
廃
藩
置
県
実
施
後
の
貢
租
負
担
の
平
準
化
（
安
石
代
の
廃
止
・
地
歩
改
正
）
に
よ
り
、
以
前
よ
り
地
租
負
担
が
増
加
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
。
こ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
、
政
府
は
負
担
増
に
対
す
る
地
域
の
不
満
へ
の
対
応
策
と
し
て
、「
土
木
費
官
費
定
額
金
」
の
配
賦
と
殖
産
興
業
計
画
の
立
案
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
の
支
出
で
き
る
官
費
は
僅
か
で
あ
っ
た
た
め
、
殖
産
興
業
計
画
や
道
路
改
修
費
等
の
地
元
民
の
負
担
は
よ
り
増
加
す
る
結
果
と
な
る
。
地
元
民
の
不
満
は
、『
峡
中
新
聞
』
に
よ
る
山
梨
県
令
の
施
政
批
判
を
通
し
て
顕
在
化
し
、
反
地
方
官
勢
力
と
し
て
結
実
し
、
民
権
派
へ
と
接
近
し
て
い
く
。
地
方
官
へ
の
批
判
が
高
ま
る
中
、
政
府
は
、
太
政
官
布
告
四
八
号
を
発
し
、
地
方
税
費
目
の
追
加
と
土
木
官
費
下
渡
金
の
廃
止
を
行
い
、
地
域
へ
の
負
担
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
。
こ
の
動
き
は
、
地
方
官
に
地
方
経
営
崩
壊
の
危
機
感
を
募
ら
せ
た
。
し
か
し
、
府
県
会
内
で
は
、
地
域
内
で
の
利
害
対
立
が
生
じ
こ
と
に
よ
り
民
権
運
動
が
崩
壊
し
、
地
方
官
は
府
県
会
と
の
全
面
的
対
立
を
回
避
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
八
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
地
方
利
益
欲
求
が
地
方
の
政
治
状
況
を
規
定
し
始
め
る
の
は
、
民
権
運
動
崩
壊
後
か
ら
日
清
戦
争
前
の
い
わ
ゆ
る
初
期
議
会
期
で
あ
っ
た
。
民
権
運
動
崩
壊
後
、
政
府
は
豪
農＝
名
望
家
層
か
ら
地
方
支
配
へ
の
同
意
を
獲
得
す
る
た
め
、
各
省
間
で
様
々
な
地
方
補
助
政
策
が
論
議
さ
れ
た
。
し
か
し
、
内
務
省
・
大
蔵
省
・
農
商
務
省
・
工
部
省
の
対
立
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
、
内
務
省
が
提
案
し
た
地
方
土
木
費
国
庫
補
助
拡
大
構
想
が
既
成
事
実
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
補
助
金
政
策
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
財
政
下
で
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
享
受
で
き
る
地
域
と
で
き
な
い
地
域
を
発
生
さ
せ
、
反
政
府
勢
力
の
結
集
を
阻
害
し
た
も
の
の
、
政
府
に
よ
る
地
域
統
合
を
も
妨
げ
る
結
果
を
生
じ
さ
せ
た
。
初
期
議
会
期
で
も
、
政
府
は
十
分
な
利
益
供
与
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
山
梨
県
で
は
、
山
梨
政
社
、
自
由
党
が
勢
力
を
拡
大
し
た
が
、
な
か
で
も
自
由
党
は
、
鉄
道
敷
設
を
地
方
利
益
と
軍
用
鉄
道
論
を
併
用
し
て
主
張
し
て
い
た
た
め
、
民
力
休
養＝
減
税
と
い
う
民
党
理
念
を
揺
ら
が
せ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
民
党
政
治
家
の
変
質
の
背
景
に
は
、
産
業
発
展
の
地
域
格
差
と
そ
れ
に
対
す
る
不
安
、
自
然
災
害
の
頻
発
と
い
う
契
機
か
ら
発
生
し
た
地
方
利
益
欲
求
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
地
方
政
治
状
況
が
代
議
士
に
対
し
て
、
地
方
利
益
誘
導
の
役
割
を
要
求
し
、
後
の
藩
閥
と
自
由
党
と
の
妥
協
・
提
携
関
係
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
地
方
利
益
欲
求
の
膨
張
・
多
様
化
は
日
清
日
露
戦
間
期
に
進
展
し
た
。
政
府
の
日
清
戦
後
経
営
は
、
政
友
会
の
積
極
政
策
と
重
な
る
部
分
が
多
く
、
同
党
と
の
利
益
交
換
に
よ
る
地
域
利
害
調
整
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
政
友
会
は
利
害
調
整
の
担
い
手
と
し
て
、
政
府
と
の
調
整
を
行
い
な
が
ら
勢
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。
一
方
、
内
務
省
も
国
庫
補
助
の
制
度
化
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
党
介
入
の
制
限
を
試
み
、
河
川
法
や
道
路
法
の
制
定
に
際
し
て
は
、
同
省
に
よ
る
強
力
な
監
督
権
限
を
条
項
に
盛
込
む
事
に
成
功
し
た
が
、
政
党
が
政
権
を
獲
得
し
た
際
に
は
、
そ
の
権
限
が
政
党
に
利
用
さ
れ
る
問
題
も
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
況
や
軍
事
費
の
増
加
に
よ
る
財
政
圧
迫
に
よ
っ
て
、
政
友
会
に
よ
る
「
総
花
政
略
」
が
不
可
能
に
な
る
と
、
地
域
結
集
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
政
友
会
へ
の
結
集
力
が
弱
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
、
非
政
友
会
系
政
党
が
徐
々
に
台
頭
し
て
い
く
。
地
方
利
益
欲
求
の
同
質
化
の
時
期
と
し
て
、
日
露
戦
後
、
大
正
期
が
取
上
げ
ら
れ
る
。
日
露
戦
後
に
は
、
戦
争
に
よ
る
軍
拡
負
担
へ
の
代
償
と
し
て
「
積
極
主
義
」
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
政
府
の
財
政
で
は
こ
の
欲
求
に
答
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
山
梨
県
の
政
治
状
況
で
は
明
治
四
三
年
か
ら
大
正
二
年
に
渡
り
継
続
し
た
水
害
に
よ
っ
て
地
方
利
益
欲
求
は
抑
制
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
様
化
の
傾
向
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
水
力
発
電
の
利
権
争
い
で
は
地
方
政
治
家
た
ち
が
知
事
と
の
連
携
を
競
っ
た
。
ま
た
、
政
友
会
は
、
水
害
の
復
旧
土
木
費
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
党
勢
拡
張
を
推
し
進
め
た
が
、
同
時
に
内
部
対
立
を
進
さ
せ
た
。
大
正
期
以
降
は
、
第
二
次
大
隈
内
閣
の
成
立
に
伴
い
、
同
志
会
が
与
党
化
す
る
と
、
民
力
休
養＝
減
税
と
い
う
民
党
的
性
格
か
ら
積
極
主
義
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
。
こ
の
背
景
に
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
急
速
な
経
済
成
長
と
農
工
業
所
得
格
差
の
形
成
に
よ
る
交
通
、
産
業
、
教
育
施
設
の
改
善
要
求
等
が
存
在
し
て
お
り
、
政
友
会
と
同
志
会
（
憲
政
会
）
は
同
質
化
し
て
い
く
。
有
泉
氏
の
『
明
治
政
治
史
の
基
礎
過
程
』
は
、
中
央
政
府
の
地
方
政
策
に
よ
っ
て
、
動
揺
す
る
地
方
を
描
き
つ
つ
利
益
欲
求
に
よ
っ
て
、
中
央
政
局
に
影
響
を
与
え
る
様
相
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
地
方
政
治
状
況
は
、
明
治
後
期
の
一
八
四
社
会
政
治
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て
（
藤
田
裕
介
・
飯
田
健
介
・
安
裕
太
郎
）
政
治
構
造
を
規
定
し
、
中
央
政
局
の
み
で
政
治
過
程
が
進
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
Ⅱ
御
厨
貴
『
明
治
国
家
形
成
と
地
方
経
営
』
御
厨
氏
は
、
明
治
国
家
体
制
を
「
二
層
構
造
」
と
し
て
捉
え
、
藩
閥
政
府
と
民
権
運
動
の
対
立
と
い
う
表
層
の
第
二
層
に
は
、
政
府
内
の
対
立
が
内
在
し
て
い
た
と
し
て
、
政
府
内
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
地
方
経
営
を
め
ぐ
る
各
政
治
勢
力
と
各
省
庁
と
の
関
係
の
分
析
を
通
し
て
、
明
治
国
家
形
成
過
程
の
単
線
的
理
解
の
克
服
を
目
指
し
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、「
地
方
補
助
政
策
」
と
内
閣
制
度
を
め
ぐ
る
各
政
治
勢
力
・
省
庁
間
の
「
多
次
的
対
立
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
対
立
と
は
、
①
薩
長
閥
と
中
正
党
（
宮
中
グ
ル
ー
プ
等
）
と
の
上
部
意
思
決
定
機
構
を
め
ぐ
る
対
立
、
長
派
と
薩
派
の
主
導
権
争
い
、
③
内
務
省
・
大
蔵
省
・
農
商
務
省
・
工
部
省
の
「
地
方
補
助
政
策
」
を
め
ぐ
る
対
立
、
競
合
関
係
が
複
雑
に
重
な
り
合
っ
て
い
た
。
こ
の
対
立
関
係
は
、
長
派
の
伊
藤
博
文
、
山
県
有
朋
に
よ
る
主
導
権
の
獲
得
に
伴
う
内
閣
制
度
の
確
立
と
工
部
省
の
廃
止
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
。
第
二
章
で
は
、
政
府
内
部
に
お
け
る
長
派
の
主
導
権
確
立
に
よ
る
「
多
次
的
対
立
」
の
解
消
後
、
新
た
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
帝
国
議
会
開
設
と
「
地
方
自
治
政
策
」
を
め
ぐ
る
各
省
間
の
対
立
を
関
連
さ
せ
て
検
討
し
て
い
る
。
帝
国
議
会
開
設
を
前
に
長
派
内
で
、
憲
法
制
定
を
優
先
す
る
伊
藤
博
文
、
地
方
自
治
制
度
の
制
定
を
優
先
す
る
山
県
有
朋
と
の
間
で
方
針
の
違
い
が
顕
在
化
し
て
い
た
。
ま
た
、
条
約
改
正
の
失
敗
は
、
山
県
に
政
党
勢
力
と
の
対
決
を
目
的
と
し
た
自
治
制
度
確
立
を
急
が
せ
、
伊
藤
に
大
隈
重
信
（
改
進
党
）、
黒
田
清
隆
（
薩
派
）
の
取
り
込
み
を
通
じ
た
政
権
を
安
定
化
の
方
針
を
促
し
、
井
上
に
自
治
党
（
少
壮
官
僚
グ
ル
ー
プ
）
の
組
織
化
を
指
向
さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
、
井
上
｜
農
商
務
省
か
ら
提
起
さ
れ
た
官
有
林
野
払
下
構
想
と
い
う
「
地
方
自
治
政
策
」
は
、
各
省
庁
間
の
対
立
を
激
化
さ
せ
た
。
山
県
｜
内
務
省
主
流
派
は
、
井
上
｜
農
商
務
省
の
払
下
構
想
に
は
賛
成
す
る
も
の
の
、
自
治
党
構
想
に
は
反
対
で
あ
り
、
薩
派
｜
大
蔵
省
は
、
払
下
構
想
に
反
対
し
、
同
省
に
よ
る
官
有
物
の
一
括
管
理
を
主
張
し
、
法
制
局
が
そ
れ
を
支
持
す
る
構
造
が
成
立
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
対
立
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
第
一
次
山
県
内
閣
期
に
移
行
し
て
も
解
消
し
な
か
っ
た
た
め
、
地
方
経
営
の
問
題
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
権
を
安
定
化
さ
せ
、
帝
国
議
会
に
臨
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
明
治
政
府
内
部
に
お
け
る
「
多
次
的
対
立
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
主
に
地
方
経
営
の
問
題
を
中
心
に
繰
広
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
こ
こ
で
は
、
内
閣
制
度
創
設
と
帝
国
議
会
開
設
に
向
け
た
各
政
治
勢
力
（
長
派
・
薩
派
・
民
党
等
）
の
対
立
と
、
内
務
省
・
農
商
務
省
・
大
蔵
省
の
地
方
統
治
を
巡
る
対
立
が
描
か
れ
、
複
雑
化
す
る
政
局
と
、
地
域
社
会
の
影
響
を
同
時
に
叙
述
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
山
県
有
朋
｜
内
務
省
の
地
方
補
助
政
策
が
、
地
域
に
い
か
に
受
止
め
ら
れ
た
か
を
、
新
潟
県
の
八
十
里
越
道
路
開
鑿
問
題
を
事
例
に
言
及
し
て
お
り
、
藩
閥
政
府
の
動
向
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
も
、
県
会
を
中
心
と
し
た
地
域
の
動
き
を
含
み
込
ん
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
Ⅲ
課
題
と
展
望
両
氏
の
研
究
は
、
中
央
｜
地
方
の
政
治
状
況
を
分
析
し
、
政
局
的
政
治
史
に
留
ま
ら
な
い
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
有
泉
氏
は
、
地
方
政
治
状
況
に
規
定
さ
れ
る
中
一
八
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
央
政
局
の
姿
を
描
き
出
し
、
御
厨
氏
は
、
藩
閥
政
府
の
内
部
対
立
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
も
、
地
方
統
治
の
課
題
を
め
ぐ
る
政
治
勢
力
・
省
庁
間
の
対
立
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
地
方
状
況
を
忖
度
す
る
政
府
の
姿
を
描
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
両
研
究
は
、
坂
野
潤
治
氏
の
『
明
治
憲
法
体
制
の
確
立
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
）
以
降
の
政
治
史
研
究
の
水
準
を
大
き
く
引
き
上
げ
た
と
い
え
る
。
で
は
、
そ
の
後
の
政
治
史
研
究
は
い
か
に
推
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
氏
の
研
究
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
特
に
顕
著
な
の
が
個
別
実
証
的
研
究
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。
『
明
治
政
治
史
の
基
礎
過
程
』
以
後
、
第
一
に
は
氏
の
地
方
利
益
論
が
、
他
地
域
で
も
有
効
か
が
問
わ
れ
、
そ
の
検
証
が
進
め
ら
れ
た
（
重
松
正
史
「
初
期
議
会
期
に
お
け
る
地
方
政
治
状
況
｜
濃
尾
震
災
前
後
の
岐
阜
県
政
｜
」『
歴
史
学
研
究
』
五
七
七
号
、
一
九
八
八
年
二
月
な
ど
）。
第
二
に
は
、
地
方
利
益
欲
求
の
中
央
政
局
へ
の
影
響
力
に
つ
い
て
検
討
が
進
み
、
日
清
戦
争
以
前
の
段
階
で
は
藩
閥
と
政
党
を
規
定
す
る
ほ
ど
強
く
は
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
（
伊
藤
之
雄
『
立
憲
国
家
の
確
立
と
伊
藤
博
文
内
政
と
外
交
一
八
八
九
〜
一
八
九
八
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
）。
し
か
し
、
地
方
利
益
欲
求
の
枠
組
み
は
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
有
泉
氏
の
地
方
政
治
状
況
史
論
を
乗
り
越
え
る
研
究
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
出
現
し
て
い
な
い
と
い
う
（
高
久
嶺
之
介
「
有
泉
貞
夫
『
明
治
政
治
史
の
基
礎
過
程
｜
地
方
政
治
状
況
史
論
｜
』」『
日
本
史
研
究
』
五
九
一
号
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
）。
『
明
治
国
家
形
成
と
地
方
経
営
』
以
降
は
、
中
央
｜
地
方
の
関
係
性
よ
り
も
、
む
し
ろ
各
政
治
勢
力
自
体
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
宮
中
勢
力
を
扱
っ
た
坂
本
一
登
『
伊
藤
博
文
と
明
治
国
家
形
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
）、
藩
閥
政
府
と
憲
法
解
釈
に
注
目
し
た
佐
々
木
隆
『
藩
閥
政
府
と
立
憲
政
治
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
）、
吏
党
を
扱
っ
た
村
瀬
信
一
『
明
治
立
憲
制
と
内
閣
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
）、
改
進
党
を
分
析
し
た
大
日
方
純
夫
『
自
由
民
権
運
動
と
立
憲
改
進
党
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
）
な
ど
は
、
御
厨
氏
が
対
象
と
し
た
各
勢
力
の
動
向
を
詳
細
に
描
き
、
明
治
期
の
官
僚
制
・
政
党
・
藩
閥
勢
力
の
理
解
を
深
化
さ
せ
た
。
ま
た
近
年
に
お
い
て
五
百
旗
頭
薫
氏
は
、
明
治
十
四
年
政
変
か
ら
日
清
戦
争
ま
で
の
藩
閥
と
政
党
の
動
向
を
再
検
討
し
、
政
党
内
で
組
織
を
重
視
す
る
か
、
政
策
を
重
視
す
る
か
と
い
う
路
線
対
立
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
藩
閥
と
政
党
と
の
対
立
を
演
出
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
政
策
対
立
が
希
薄
で
あ
り
な
が
ら
対
立
し
て
い
た
政
党
と
藩
閥
の
関
係
を
新
た
な
視
点
か
ら
説
明
し
た
（
五
百
旗
頭
薫
「
藩
閥
と
政
党
」『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
第
十
六
巻
、
近
現
代
二
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
）。
し
か
し
、
五
百
旗
頭
氏
の
研
究
は
、
自
由
党
と
改
進
党
の
党
戦
略
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
政
局
的
視
点
を
克
服
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
両
氏
の
研
究
以
降
は
、
各
政
治
勢
力
、
各
地
域
の
分
析
に
関
心
が
集
中
し
た
た
め
、
個
別
実
証
の
傾
向
が
著
し
く
な
り
、
政
局
的
政
治
史
を
中
心
に
研
究
が
進
展
し
た
と
い
え
る
。
こ
う
い
っ
た
現
状
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
有
泉
氏
と
御
厨
氏
が
描
い
た
地
域
・
地
方
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
政
策
形
成
に
取
組
む
各
勢
力
の
姿
を
描
き
出
す
方
法
か
ら
学
ぶ
点
は
多
い
。
今
後
は
、
地
域
・
地
方
に
限
ら
ず
、
多
様
な
社
会
勢
力
の
動
向
も
分
析
対
象
と
し
な
が
ら
、
政
治
史
を
描
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
有
泉
氏
と
御
厨
氏
の
二
つ
の
著
作
に
注
目
し
、
研
究
史
上
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
。
し
か
し
、
課
題
の
一
部
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
一
八
六
社
会
政
治
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て
（
藤
田
裕
介
・
飯
田
健
介
・
安
裕
太
郎
）
検
討
は
十
分
と
は
言
い
難
い
。「
社
会
政
治
史
」
の
方
法
論
を
模
索
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
先
行
研
究
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
二
、「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
」
か
ら
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
へ
飯
田
健
介
は
じ
め
に
本
稿
が
目
的
と
す
る
の
は
、
宮
地
正
人
氏
が
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
１
維
新
変
革
と
近
代
日
本
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
の
「
総
論
」
に
お
い
て
提
唱
し
た
「
社
会
的
政
治
史
」
と
い
う
方
法
論
の
抽
出
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
社
会
的
政
治
史
」
と
は
、
中
央
政
局
に
お
け
る
政
治
家
た
ち
の
駆
け
引
き
の
み
で
、
政
治
史
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
政
治
家
が
支
持
基
盤
と
す
る
社
会
や
階
層
と
い
う
も
の
に
注
目
し
、
歴
史
叙
述
を
行
う
と
い
う
方
法
論
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
宮
地
氏
が
一
九
七
一
年
に
執
筆
し
た
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
」（
一
）（
二
）
｜
日
露
戦
争
以
降
の
政
治
史
研
究
に
よ
せ
て
｜
」（『
史
学
雑
誌
』
一
九
七
一
年
第
八
〇
編
一
一
・
一
二
号
）
と
一
九
七
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
｜
帝
国
主
義
形
成
期
の
都
市
と
民
衆
｜
』（
東
京
大
学
出
版
一
九
七
三
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
宮
地
氏
が
「
社
会
的
政
治
史
」
を
提
唱
す
る
の
が
一
九
九
三
年
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
著
作
を
考
察
す
る
こ
と
は
、「
社
会
的
政
治
史
」
の
起
源
を
探
る
こ
と
で
あ
り
、
政
治
史
の
再
検
討
を
行
う
上
で
参
考
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
二
つ
の
著
作
の
要
約
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
課
題
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
Ⅰ
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
」
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
」
に
お
い
て
宮
地
氏
は
、
日
露
戦
争
前
後
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
都
市
部
に
お
け
る
民
衆
運
動
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
運
動
の
中
心
に
は
同
じ
思
想
を
共
有
し
た
政
治
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、
民
衆
の
運
動
の
指
導
部
と
し
て
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
の
か
を
提
示
し
た
。
日
露
対
立
が
激
し
く
な
る
明
治
三
六
年
、
国
内
の
閉
塞
感
を
日
露
開
戦
に
求
め
る
民
間
の
主
戦
論
者
は
団
結
を
固
め
、
対
露
同
志
会
を
結
成
し
た
。
対
露
同
志
会
の
活
動
と
並
行
し
て
、
そ
の
周
辺
で
同
様
の
行
動
を
し
て
い
た
諸
団
体
も
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
周
辺
の
諸
団
体
は
、
日
露
開
戦
ま
で
主
戦
論
の
中
心
組
織
で
あ
っ
た
、
対
露
同
志
会
の
桂
内
閣
へ
の
与
党
的
妥
協
的
要
素
に
多
少
の
差
は
あ
れ
ど
批
判
的
態
度
を
取
っ
て
は
い
た
が
行
動
を
共
に
し
て
い
た
。
日
露
戦
争
の
勝
利
が
決
定
的
な
も
の
に
な
る
と
、
帝
国
主
義
的
大
陸
進
出
政
策
は
必
至
な
も
の
と
し
て
、
戦
時
下
に
お
け
る
非
常
特
別
税
な
ど
は
日
露
戦
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
重
な
り
、
民
衆
の
不
満
が
恒
常
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
対
露
同
志
会
は
そ
の
名
称
を
、
講
和
問
題
同
志
連
合
会
に
変
更
し
、
新
し
く
組
織
を
形
成
し
た
。
彼
ら
の
性
格
・
特
徴
は
世
代
、
大
陸
膨
張
主
義
、
支
持
基
盤
、
藩
閥
に
対
す
る
厳
し
い
政
治
姿
勢
、（
藩
閥
に
対
す
る
姿
勢
と
）
同
様
に
既
成
政
党
に
対
し
て
も
厳
し
い
政
治
姿
勢
、
新
政
党
の
樹
立
を
目
指
す
志
向
の
六
つ
が
あ
る
と
し
た
。
宮
地
氏
は
こ
れ
ら
講
和
問
題
同
志
連
合
会
に
集
合
し
た
人
々
や
彼
ら
の
政
治
思
想
に
近
い
人
々
を
「
国
民
主
義
的
一
八
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
対
外
硬
派
」
と
名
付
け
た
。
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
の
人
々
は
、
日
露
戦
後
、
藩
閥
打
破
・
政
界
刷
新
を
旗
印
に
対
外
硬
運
動
や
東
京
市
市
民
運
動
の
指
導
者
と
し
て
な
ど
各
方
面
で
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。
彼
ら
の
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
特
徴
は
、
強
く
選
挙
と
運
動
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
選
挙
権
を
持
つ
少
数
者
が
、
買
収
を
さ
れ
腐
敗
し
た
議
員
を
生
み
出
す
と
い
う
想
定
の
も
と
彼
ら
は
、
選
挙
人
の
増
加
を
求
め
て
い
た
。
帝
国
議
会
に
お
い
て
も
反
政
府
的
態
度
を
と
り
、
軍
備
偏
重
予
算
に
一
貫
し
て
反
対
し
、
非
常
特
別
税
の
中
で
も
国
民
に
最
も
影
響
を
与
え
る
織
物
消
費
税
・
通
行
税
・
塩
専
売
の
い
わ
ゆ
る
三
悪
税
の
廃
止
を
主
張
し
続
け
て
い
た
。
ま
た
外
交
に
関
し
て
も
強
硬
な
対
米
外
交
を
求
め
、
朝
鮮
の
ハ
ー
グ
密
使
事
件
の
際
に
は
統
監
政
治
を
軟
弱
政
治
と
し
て
批
判
を
し
て
い
た
。
活
動
と
し
て
は
、
ほ
か
に
都
市
自
治
問
題
が
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
後
に
急
速
に
発
展
し
た
資
本
主
義
に
よ
っ
て
東
京
市
を
は
じ
め
と
す
る
諸
都
市
は
、
都
市
構
造
の
変
化
が
お
こ
っ
て
い
た
が
、
諸
階
級
・
諸
階
層
が
未
分
化
で
あ
っ
た
た
め
に
日
露
戦
後
に
な
る
と
都
市
民
衆
と
い
う
厖
大
か
つ
活
性
化
し
た
集
団
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
東
京
市
の
自
治
を
握
っ
て
い
た
の
は
藩
閥
と
妥
協
し
続
け
て
き
た
政
友
会
で
あ
り
、
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
は
、
政
友
会
の
支
配
す
る
東
京
市
会
に
反
対
す
る
運
動
を
お
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
厖
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
し
て
い
る
都
市
民
衆
の
支
持
を
得
て
支
持
基
盤
の
拡
大
を
目
指
し
、
電
車
賃
値
上
げ
反
対
運
動
に
参
加
し
、
都
市
民
衆
の
代
弁
者
で
あ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
て
い
く
。従
来
政
治
か
ら
疎
外
さ
れ
て
き
た
民
衆
を
国
民
と
し
て
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
の
活
動
は
普
選
運
動
へ
の
参
加
や
社
会
政
策
的
主
張
を
強
く
唱
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
に
対
し
て
は
共
鳴
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
革
新
主
義
」
か
ら
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
日
本
政
府
の
清
朝
勢
力
の
支
持
糾
弾
と
い
う
態
度
を
示
し
て
い
た
。
大
正
政
変
が
お
こ
る
と
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
は
辛
亥
革
命
に
影
響
さ
れ
て
、
革
新
を
目
指
し
、
閥
族
打
破
と
憲
政
擁
護
を
唱
え
た
。
大
正
政
変
は
閥
族
打
破
と
憲
政
擁
護
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
国
民
的
運
動
で
は
あ
っ
た
が
、
政
友
会
が
運
動
の
一
翼
を
担
っ
た
た
め
に
、
経
済
問
題
や
体
制
革
新
問
題
が
前
面
に
出
る
こ
と
は
な
く
、
桂
内
閣
が
総
辞
職
を
す
る
と
運
動
は
衰
え
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
民
衆
の
種
々
の
不
満
を
依
然
と
し
て
継
続
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
は
、
こ
の
問
題
を
前
面
か
ら
取
り
上
げ
再
び
運
動
を
お
こ
そ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
主
張
を
唱
え
始
め
た
。
様
々
な
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
唱
え
て
い
た
が
、
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
を
機
会
に
軸
を
一
つ
に
し
、
山
本
内
閣
攻
撃
に
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
。
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
の
活
動
の
最
盛
期
は
、
大
正
二
・
三
年
頃
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
に
な
る
と
民
衆
を
大
量
に
自
ら
の
下
に
結
集
さ
せ
る
点
で
、
精
彩
を
欠
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
た
め
で
あ
る
。
宮
地
氏
の
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
」
は
、
日
露
戦
後
の
社
会
状
況
が
そ
れ
ま
で
に
比
べ
複
雑
化
し
た
と
し
、
そ
の
社
会
状
況
に
適
応
し
た
政
治
勢
力
を
社
会
が
作
り
上
げ
て
い
く
と
し
た
。
そ
れ
は
今
ま
で
既
成
の
政
治
の
枠
外
に
い
た
民
衆
を
国
民
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
政
治
基
盤
と
す
る
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
現
れ
、
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
八
八
社
会
政
治
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て
（
藤
田
裕
介
・
飯
田
健
介
・
安
裕
太
郎
）
Ⅱ
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
の
刊
行
は
一
九
七
三
年
で
あ
り
、
章
立
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
地
方
改
良
運
動
の
論
理
と
展
開
第
二
章
帝
国
主
義
形
成
期
の
都
市
民
衆
騒
擾
｜
東
京
市
を
例
と
し
て
｜
第
三
章
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
｜
日
露
戦
争
以
降
の
都
市
政
治
集
団
｜
第
四
章
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
運
動
の
指
導
と
民
衆
宮
地
氏
が
本
書
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
近
代
社
会
の
性
格
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
近
代
日
本
の
民
族
と
民
衆
運
動
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
都
市
の
民
衆
や
そ
れ
を
政
治
利
用
す
る
政
治
団
体
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
、
日
露
戦
争
前
後
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
の
複
雑
な
社
会
状
況
を
提
示
し
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、「
地
方
改
良
運
動
」
に
注
目
を
し
て
い
る
。
日
本
が
帝
国
主
義
国
の
仲
間
入
り
を
は
た
す
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
町
村
の
在
り
方
自
体
も
そ
れ
に
堪
え
得
る
も
の
に
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
地
方
改
良
運
動
」
と
は
、
そ
の
一
方
策
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、「
地
方
改
良
運
動
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
諸
政
策
は
前
近
代
的
な
村
落
共
同
体
を
解
体
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
が
出
来
る
。
つ
ま
り
部
落
有
林
野
の
統
一
政
策
は
、
非
経
済
的
で
あ
っ
た
部
落
有
林
を
市
町
村
が
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
合
理
的
・
経
済
的
な
も
の
に
転
換
す
る
も
の
と
い
う
考
え
に
な
り
、
同
様
に
前
近
代
的
な
村
落
共
同
体
の
「
若
連
中
・
若
衆
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、「
青
年
会
」
な
ど
に
変
わ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
神
社
の
統
一
政
策
や
、
報
徳
社
の
在
り
方
な
ど
は
、
先
ほ
ど
あ
げ
た
、
前
近
代
的
な
村
落
共
同
体
の
解
体
そ
し
て
、
市
町
村
を
中
心
と
し
た
行
政
組
織
の
整
理
と
考
え
た
と
き
に
、
帝
国
主
義
に
堪
え
得
る
も
の
を
作
ろ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
石
田
雄
氏
は
、
制
度
的
な
町
村
強
化
が
、
同
時
に
部
落
共
同
体
的
秩
序
の
強
化
を
も
伴
っ
て
い
た
と
し
た
た
め
に
、
宮
地
氏
の
考
え
と
の
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
本
章
に
お
い
て
国
家
の
側
か
ら
の
要
望
で
地
方
に
新
し
い
秩
序
を
構
成
し
て
い
く
過
程
を
み
た
。
第
二
章
で
は
、
同
時
期
の
都
市
の
階
級
構
造
に
注
目
し
、
東
京
市
を
例
に
詳
細
に
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
第
一
節
に
お
い
て
は
、
日
清
戦
後
の
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
り
、
新
た
に
出
て
き
た
「
新
興
実
業
家
層
」
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
が
星
亨
を
介
し
て
自
由
党
と
接
近
し
て
い
く
過
程
を
詳
細
に
追
い
。
そ
れ
以
外
に
も
労
働
者
層
と
都
市
民
衆
問
題
の
指
導
部
に
つ
い
て
も
詳
細
に
追
っ
て
い
っ
た
。
第
二
、
三
節
は
、
次
章
の
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
を
補
完
す
る
意
味
が
強
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
、
坂
野
潤
治
氏
が
一
九
七
四
年
に
書
い
た
書
評
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
第
二
節
で
は
、
日
露
戦
後
の
東
京
市
の
階
層
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
、
工
場
、
建
築
、
運
輸
、
日
雇
い
労
働
者
の
実
態
を
分
析
し
、
前
近
代
的
な
職
人
層
の
解
体
を
追
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
日
露
戦
後
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
期
間
を
「
都
市
民
衆
騒
擾
期
」
と
名
付
け
た
。
第
三
節
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
日
本
の
参
加
に
よ
り
都
市
民
衆
運
動
の
構
造
変
化
が
お
き
て
き
た
と
し
た
。
第
三
章
で
は
、
第
二
章
で
提
示
さ
れ
た
民
衆
運
動
と
そ
の
階
層
に
関
し
て
そ
れ
ら
を
支
持
基
盤
と
す
る
、「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
と
は
一
貫
し
て
帝
国
主
義
を
唱
え
、
ま
た
一
貫
一
八
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
し
て
民
主
主
義
を
唱
え
て
い
た
グ
ル
ー
プ
を
宮
地
氏
が
抽
出
し
た
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
日
露
戦
後
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
の
民
衆
運
動
に
対
し
て
指
導
性
を
発
揮
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
章
と
セ
ッ
ト
で
第
三
章
を
見
た
と
き
に
当
該
時
期
の
民
衆
運
動
に
つ
い
て
理
解
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
章
で
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
お
い
て
従
来
の
研
究
で
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
黎
明
会
な
ど
の
団
体
だ
け
で
は
な
く
、「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
が
支
持
基
盤
と
し
て
依
拠
し
て
き
た
都
市
民
衆
が
諸
階
層
・
諸
階
級
に
分
解
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
る
国
内
の
階
級
変
化
と
、
協
調
外
交
に
よ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
に
よ
り
、「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
は
そ
の
勢
力
を
弱
め
る
こ
と
に
な
る
。
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
は
、
日
露
戦
争
後
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
、
農
村
と
都
市
の
両
方
か
ら
考
察
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帝
国
主
義
に
突
入
し
て
い
く
際
の
問
題
を
提
示
し
た
。「
地
方
改
良
運
動
」
に
よ
る
地
方
の
再
編
、
日
露
戦
後
の
都
市
に
お
け
る
複
雑
化
し
た
社
会
問
題
と
民
衆
運
動
、
そ
し
て
そ
の
民
衆
運
動
の
中
心
に
存
在
す
る
政
治
団
体
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
Ⅲ
む
す
び
に
か
え
て
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
」
か
ら
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
の
第
三
章
へ
所
収
さ
れ
る
際
に
文
章
の
変
化
は
な
く
、
刊
行
の
年
で
考
え
て
も
、「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
」
は
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
の
一
章
に
す
べ
く
書
き
下
ろ
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
第
三
章
に
所
収
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
の
第
一
章
は
地
方
改
良
運
動
で
あ
り
、
国
家
官
僚
が
国
民
の
形
成
を
目
指
し
、
帝
国
主
義
国
の
一
員
と
し
て
堪
え
得
る
市
町
村
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
第
二
章
で
叙
述
さ
れ
る
同
時
期
の
都
市
と
の
比
較
と
い
う
面
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
第
二
章
で
は
、
都
市
の
階
級
構
造
に
注
目
し
、
日
露
戦
後
に
種
々
の
階
級
が
入
り
交
じ
り
、
厖
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
た
。
第
三
章
は
こ
れ
ら
厖
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
拠
す
る
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
種
々
の
民
衆
運
動
に
つ
い
て
、
そ
の
指
導
部
に
は
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
と
呼
べ
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
第
四
章
に
お
い
て
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
を
迎
え
、
活
動
が
収
縮
さ
れ
て
い
く
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
ま
と
め
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
を
主
軸
に
し
て
、
全
体
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
に
政
局
的
政
治
史
と
い
わ
れ
る
も
の
の
底
流
に
は
、
社
会
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
た
も
の
が
第
三
章
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
が
、
宮
地
氏
が
の
ち
に
提
唱
す
る
こ
と
と
な
る
「
社
会
的
政
治
史
」
と
い
う
方
法
論
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
第
三
章
に
お
い
て
都
市
民
衆
の
厖
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
拠
す
る
政
治
団
体
の
存
在
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治
家
が
話
し
合
い
、
国
の
方
向
が
定
ま
っ
て
い
く
と
い
う
単
純
な
も
の
か
ら
各
政
治
家
の
背
景
に
は
、
依
拠
す
べ
き
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
本
稿
は
、
宮
地
氏
の
著
作
で
あ
る
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
」
と
『
日
露
戦
後
政
治
史
』
か
ら
、
と
宮
地
氏
の
提
唱
し
た
「
社
会
的
政
治
史
」
と
い
う
方
法
論
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
著
作
の
中
か
ら
方
法
論
の
抽
出
を
す
る
と
い
う
意
識
の
下
、
考
察
を
行
っ
た
の
で
先
行
研
究
に
関
し
て
整
理
を
す
る
こ
と
が
出
来
て
お
ら
ず
、
宮
地
論
文
が
、
の
ち
の
研
究
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
一
九
〇
社
会
政
治
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て
（
藤
田
裕
介
・
飯
田
健
介
・
安
裕
太
郎
）
の
か
と
い
う
点
に
ま
で
考
察
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
今
後
「
社
会
的
政
治
史
」
を
究
明
す
る
上
で
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。
三
、
日
本
近
現
代
史
の
再
検
討
研
究
会
第
一
回
報
告
会
報
告
論
旨
安
裕
太
郎
日
本
近
現
代
史
の
再
検
討
研
究
会
（
以
下
社
政
研
）
第
一
回
報
告
会
で
は
、
「
宮
地
正
人
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
」
か
ら
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
へ
」（
飯
田
健
介
）、「
有
泉
貞
夫
『
明
治
政
治
史
の
基
礎
過
程
』
と
御
厨
貴
『
明
治
国
家
形
成
と
地
方
経
営
』」（
藤
田
裕
介
）
が
報
告
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
議
論
の
要
点
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
め
は
、
研
究
史
へ
の
位
置
づ
け
、
で
あ
る
。
本
報
告
会
で
は
、
宮
地
・
有
泉
・
御
厨
の
諸
研
究
か
ら
、「
社
会
政
治
史
」
の
方
法
論
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
現
在
の
政
治
史
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
宮
地
・
有
泉
・
御
厨
の
諸
研
究
が
従
来
の
研
究
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
批
判
・
継
承
さ
れ
て
い
た
の
か
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。「
社
会
政
治
史
」
研
究
を
今
後
ど
の
よ
う
に
研
究
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
を
考
え
た
時
、
本
報
告
会
で
取
り
上
げ
た
研
究
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
特
に
研
究
史
へ
の
位
置
づ
け
を
求
め
ら
れ
た
の
は
、
宮
地
の
研
究
で
あ
る
。
宮
地
の
研
究
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
の
研
究
史
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
質
問
が
だ
さ
れ
、
そ
し
て
、
宮
地
の
研
究
に
お
け
る
独
自
性
に
つ
い
て
の
意
見
も
だ
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
分
析
手
法
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
継
承
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
提
議
さ
れ
た
。
一
方
、
宮
地
の
研
究
は
、
都
市
史
に
影
響
を
与
え
た
と
の
意
見
も
だ
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
論
｜
日
露
戦
後
政
治
史
研
究
に
よ
せ
て
｜
」
で
提
議
さ
れ
た
都
市
の
「
社
会
」
を
叙
述
し
た
「
社
会
政
治
史
」
の
持
つ
意
味
や
構
想
が
、
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
と
い
う
農
村
や
都
市
の
「
社
会
」
の
変
化
を
前
提
と
し
て
叙
述
し
た
構
成
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
二
つ
め
は
、
対
象
と
な
る
「
社
会
」
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
本
報
告
会
で
は
、
宮
地
の
研
究
は
主
に
「
都
市
」
を
、
有
泉
・
御
厨
の
研
究
は
主
に
「
農
村
地
帯
」
を
対
象
地
域
と
し
、
そ
れ
ら
の
内
部
構
造
や
仕
組
み
、
住
民
、
政
治
組
織
の
活
動
を
踏
ま
え
た
「
社
会
」
を
中
央
政
治
と
の
関
連
性
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
議
論
の
中
で
は
、「
社
会
」
基
盤
に
あ
た
る
部
分
の
言
及
が
多
く
だ
さ
れ
た
。
宮
地
の
研
究
は
、「
民
衆
」
を
「
国
民
」
と
し
て
捉
え
、
政
治
的
に
動
員
し
民
衆
騒
擾
期
を
牽
引
す
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
を
生
み
出
す
層
と
し
て
把
握
し
た
。
し
か
し
、
都
市
の
構
造
と
し
て
の
近
世
的
な
「
同
職
集
団
」
的
性
格
へ
の
言
及
は
不
十
分
で
あ
り
、
民
衆
騒
擾
を
成
立
さ
せ
る
社
会
的
基
盤
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
へ
と
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
一
方
、
有
泉
の
研
究
に
関
し
て
は
、「
社
会
」
と
し
て
の
村
落
の
住
民
や
地
方
名
望
家
層
の
よ
り
下
部
状
況
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、「
政
治
の
場
」
と
し
て
上
昇
し
て
く
る
「
地
域
政
治
の
中
で
意
味
を
持
つ
も
の
」（
地
域
運
営
、
行
政
の
問
題
や
矛
盾
）
を
取
り
上
げ
る
べ
き
と
し
、
住
民
に
一
九
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
と
っ
て
の
「
地
方
利
益
」
を
ど
こ
ま
で
細
分
化
し
、
規
定
す
る
の
か
と
い
う
意
見
が
提
起
さ
れ
た
。
ま
た
、
有
泉
・
御
厨
の
研
究
に
お
け
る
「
村
落
」
社
会
に
関
し
て
は
、
近
世
の
民
衆
騒
擾
運
動
、
近
世
の
社
会
構
造
と
そ
の
変
化
と
い
っ
た
、
近
世
か
ら
近
現
代
へ
の
移
行
や
連
続
性
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
だ
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
構
造
、
諸
階
層
の
区
分
を
明
確
に
し
、
底
辺
に
流
れ
る
民
衆
の
動
き
や
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
「
社
会
」
を
捉
え
、
そ
れ
ら
の
欲
求
が
政
治
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
っ
た
か
を
意
識
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
三
つ
め
は
、
社
会
史
や
政
局
史
的
政
治
史
を
「
社
会
政
治
史
」
研
究
に
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ん
で
い
く
か
、
に
つ
い
て
で
あ
る
。
宮
地
の
研
究
は
、
社
会
史
の
手
法
・
性
格
を
意
識
し
た
上
で
、「
社
会
」
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
有
泉
・
御
厨
の
研
究
に
関
し
て
も
、「
社
会
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
分
析
し
て
い
く
か
を
追
究
し
て
い
く
上
で
、
社
会
史
の
視
点
は
重
要
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
た
め
現
段
階
の
社
会
史
の
研
究
動
向
と
方
向
性
、
ま
た
は
方
法
論
を
踏
ま
え
、
「
社
会
史
政
治
史
」
に
組
み
込
む
か
、
否
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
意
識
す
べ
き
視
点
と
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。
一
方
で
、「
社
会
政
治
史
」
に
対
す
る
政
局
史
的
政
治
史
側
の
反
応
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
政
治
を
社
会
の
要
因
と
い
う
視
点
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
た
時
、
政
治
の
論
理
、
政
治
現
象
の
持
つ
政
治
力
学
な
ど
の
政
治
像
を
、
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
し
て
論
じ
ら
れ
な
い
と
す
る
意
見
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
「
社
会
政
治
史
」
は
ど
の
よ
う
に
く
み
取
り
つ
つ
、
政
局
史
的
政
治
史
を
批
判
し
て
い
く
の
か
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
第
一
回
報
告
会
で
は
、
宮
地
・
有
泉
・
御
厨
の
諸
研
究
か
ら
、
方
法
論
と
し
て
の
「
社
会
政
治
史
」
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
上
記
の
多
岐
に
渉
る
論
点
は
、
広
く
「
社
会
」
と
「
政
治
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
上
で
の
多
く
の
建
設
的
意
見
と
し
て
、
議
論
の
場
を
活
発
に
し
た
。「
社
会
政
治
史
」
は
、
従
来
の
「
政
局
史
的
政
治
史
」
に
対
す
る
批
判
に
留
ま
ら
ず
、
政
治
史
の
新
し
い
論
点
・
視
角
と
し
て
、
以
降
の
研
究
会
を
通
じ
て
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
政
治
の
背
景
と
し
て
存
在
す
る
社
会
構
造
、
社
会
の
要
求
や
現
状
を
投
影
す
る
政
治
の
持
つ
意
味
と
い
う
二
側
面
を
互
い
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
は
、
当
該
社
会
と
政
治
状
況
を
よ
り
多
面
的
、
構
造
的
に
捉
え
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
一
局
面
と
し
て
の
範
囲
内
で
研
究
が
深
め
ら
れ
、
特
に
政
治
史
研
究
の
中
で
は
、
視
点
や
目
的
の
細
分
化
が
進
む
近
年
の
研
究
界
に
対
し
、
本
来
密
接
に
関
係
し
合
い
構
成
さ
れ
て
い
た
「
社
会
」
と
「
政
治
」
の
関
係
性
や
意
味
を
捉
え
よ
う
と
す
る
「
社
会
政
治
史
」
研
究
は
、
政
治
史
に
留
ま
ら
ず
近
現
代
史
研
究
に
大
き
な
枠
組
み
と
視
座
を
提
議
す
る
も
の
と
考
え
る
。
（
ふ
じ
た
ゆ
う
す
け
文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
（
い
い
だ
け
ん
す
け
文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
修
士
課
程
）
（
や
す
ゆ
う
た
ろ
う
文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
（
指
導
教
員：
原
田
敬
一
教
授
）
二
〇
一
五
年
九
月
三
十
日
受
理
一
九
二
社
会
政
治
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て
（
藤
田
裕
介
・
飯
田
健
介
・
安
裕
太
郎
）
